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1 .  緒言
　近年，思春期の児童生徒に顕在化する様々な問題
行動の背後には，自尊感情（self-esteem）の欠如が
存在する1）と言われていることから，自尊感情の形
成が健全な児童生徒の育成のために重要であると考
えられている．また，自尊感情の重要性は，児童の
みならず青少年から高齢者まで，幅広い年齢層にお
いても指摘されており，Quality of Life（QOL）の評
価の指標にもなっている．自尊感情とは，自分をど
れだけ肯定的，否定的にみるかといった自己評価の
感情のことである1）．自尊感情の構造については，
一次元モデルから多面的階層モデルへと変遷してき
ており，これによって包括的な自尊感情や自尊感情
の下位領域を評価できるようになった．自尊感情の
下位領域として社会的自己知覚，情動的自己知覚，
身体的自己知覚があり，身体的自己知覚が自尊感情
の最も重要な構成要素であると考えられている2）．
この身体的自己知覚は身体に対する自尊感情であ
り，体型認識との関係が深いと考えられる．また，
自尊感情は体型認識の歪みの原因として注目されて
きており3），体型認識の歪みから，やせ志向による
過激なダイエットやそれによって引き起こされる摂
食障害に関連して多くの研究がなされている4,5）．
体型認識の歪みとは，自己の体型を実際の体型より
太っていると認識したり，やせていると認識するこ
とである．自尊感情と体型認識の歪みの関連を調べ
た先行研究では，太っていないにもかかわらず自己
の体型を太っていると過大に評価する人は，自己の
体型を適正に評価している人よりも自尊感情が有意
に低く，正しい体型認識と自尊感情には重要な関連
があることが示された3）．しかし，これまでの体型
認識とは太っているかやせているかといった体重や
肥満度に焦点を当てた体型認識であり，身長に焦点
を当てた体型認識についての研究はあまりみられな
い．それは，体型認識を扱った研究の多くが女性を

対象にしたものであり，女性の関心が身長より体重
に向けられていた6,7）ためであると考えられる．しか
し，男性は身長に対する関心が高く6,7），体重や肥
満度に対する体型認識とともに身長に対する体型認
識にも着目する必要があると考えられる．また，ス
ポーツを行う上でも，身長と体重に関した体型は重
要であり，スポーツ選手の自尊感情にも体型認識が
影響する可能性が考えられる．
　以上のことから，自尊感情と身長・体重を含めた
体型認識の関係を検討する前段階の調査として，本
研究では身体的自己知覚と体型自体の関係を明らか
にすることを目的とした．

2 .  方法
2 . 1   対象者
　本調査では，体育系学科に所属する大学1年生64名
（男性40名，女性24名）を調査対象とした．そのう
ち，記入漏れや記入ミスのあった回答を除いた51名
（男性34名，女性17名；18.5±0.8歳）を分析対象とし
た．対象者に対し，身体的自己知覚について調査を
行うもので，アンケートに参加することは自由であ
ること，回答内容は本研究や学会発表，論文投稿以
外の目的で使用することはないという説明を口頭と
書面にて行い，インフォームドコンセントを得た．
2 . 2   調査内容
⑴体型について

　身長（実測身長），体重（実測体重），身長の
希望値（希望身長），体重の希望値（希望体重）
をそれぞれ小数第一位まで自己申告で回答させ
た．それらの身長と体重の値から，実測値と希望
値それぞれのBody Mass Index（BMI）を算出し
た．また，身長・体重・BMIにおけるそれぞれの
実測値と希望値の差を算出し，その差を「現実と
希望のずれ」とした．
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⑵身体的自己知覚について
　身体的自己に対する認識については，日本語版
身体的自己知覚プロフィール（PSPP-J）を用い
た2）．PSPP-Jは5因子各4項目からなる．PSPP-J
の構成因子は表1に示した．回答は4件法で行い，
可能な得点の範囲はそれぞれの因子において4～
16点であり，得点が高いほど高い身体的自己知覚
を有しているとみなした．

3 .  結果
3 . 1   対象者の体型について
　対象者の身長と体重，BMIの実測値と希望値を図
1～3に示した．身長，体重，BMIそれぞれの実測値
と希望値に対しt検定を行った結果，男性は，実測
値より有意に高い身長を希望し，実測値より有意に
重い体重を希望していた．女性は，実測値より有意
に高い身長を希望し，実測値より有意に軽い体重を
希望して，実測値より有意に低いBMIを希望してい
た．また，実測体重と標準体重を比較し，t検定を
行った結果，男性においても女性においても有意差
はみられず，健康に適した体重であった．このこと
から，男女共に健康的な体重であるが，男性には身
長・体重ともに大きくなりたいという願望があり，
女性には痩せ願望があることが示された．

3 . 2   身体的自己知覚と体型との関係について
　身体的自己知覚と体型の関係について明らかにす
るために，PSPP-Jの因子別得点と体型の相関係数
を算出し，表2に示した．男性において，希望体重
と「身体的自己価値」に弱い負の相関関係が，希望
BMIと「身体的自己価値」に弱い負の相関関係がみ
られた．このことから，重い体重や高いBMIを希望し
ているほど，自己の身体面に対して否定的に評価して
いることが示された．一方，女性において，実測BMI
と「身体的強さ」に中程度の負の相関関係がみられ
た．女性は実際のBMIが高いと身体的な強さや筋力
に対して否定的に評価していることが示された．
3 . 3    身体的自己知覚と「現実と希望のずれ」の関

係について
　身体的自己知覚と「現実と希望のずれ」の関係に
ついて明らかにするため，PSPP-Jの因子別得点と
「実測値と希望値の差」の相関係数を算出し，表3
に示した．男性では，「実測体重と希望体重の差」
と「スポーツ有能感」，「魅力的なからだ」，「身
体的自己価値」にそれぞれ負の相関関係がみられ
た．このことから，男性において，実測値よりも重
い体重を希望しており，その差が大きい人はスポー
ツに対する自信が低く，外見や体型に対して否定的
な評価をしており，自己の身体面に対して否定的な
評価をしていることが示された．また，「実測BMI
と希望BMIの差」と「魅力的なからだ」，「身体的
自己価値」にそれぞれ負の相関関係がみられたこと
から，実測値より高いBMIを希望している人は，外
見や体型に対して否定的な評価をしており，自己の
身体面に対して否定的な評価をしていることが示さ
れた．一方，女性において，「実測体重と希望体重
の差」と「身体的強さ」に正の相関関係がみられた
ことから，実測値より軽い体重を希望しており，さ
らにその差が大きい人は，身体的な強さや筋力に対
して否定的な評価をしていることが示された．ま
た，「実測BMIと希望BMIの差」と「魅力的なから
だ」，「身体的強さ」にそれぞれ正の相関関係がみ
られたことから，実測値より低いBMIを希望してお
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（表 1）  

因子 説明

スポーツ有能感 スポーツの得意さや自信に関する項目

体調管理 体調やそれを維持するための運動習慣に関する項目

魅力的なからだ からだの外見や体型に関する項目

身体的強さ 身体的な強さや筋力に関する項目

身体的自己価値
身体的自己知覚における4つの下位領域の上位概念の構造

および包括的な概念として位置づけられている  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表1　PSPP-J の構成因子
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（図 1）  

150 

160 

170 

180 

190 

男性 女性

身
長
（

）

実測値

希望値

*p<.05

cm

*

*

*p<.05

*

*

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 
 

（図 2）  
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（図 3）  
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図1　実測身長と希望身長の比較

図2　実測体重と希望体重の比較

図3　実測BMIと希望BMIの比較
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り，さらにその差が大きい人は，外見や体型に対し
て否定的な評価をしており，身体的な強さや筋力に
対しても否定的な評価をしていることが示された．

4 .  考察
　身体的自己知覚と体型の関係について，男性にお
いては，PSPP-Jの因子別得点と身長，体重の実測
値には相関関係はみられなかったことから，実際の
体型は身体的自己知覚に影響していないと考えられ
る．男性は身長に対する関心が高く身体的自己知覚
との関係が深い可能性があると仮説立てていたが，
その可能性は低いことが示唆された．また，「身体
的自己価値」と希望体重，希望BMIにそれぞれ弱い
負の相関関係があったが，これは一般学生を対象に
した体型意識の研究8）において，男子学生は筋肉質
体型を理想とし「強くたくましくなりたい」と考え
ていると報告されていることから，標準体重である
にも関わらず，実測値よりも重い体重や高いBMIを
希望している人は自己の身体面に対して否定的な評
価になったと考えられる．女性においては，「身体
的強さ」と実測BMIに中程度の負の相関関係がみら
れたことから，実測BMIを算出することで，身体的
な強さや筋力に対して肯定的に評価しているか否定
的に評価しているかを明らかにできる可能性が考え
られる．
　また，身体的自己知覚と実測身長や希望身長に関
係がみられなかったのは，大学生は身長の伸びがあ
るとはいえないという報告9）から，身長に対する希
望を持ちにくく，現在の身長に対してもある程度受
け入れている可能性があり，身体的自己知覚と関係
がみられなかったと考えられる．
　身体的自己知覚と「現実と希望のずれ」の関係に
ついて，男性は実測値より重い体重を希望し，その
差が大きい対象者ほど，「スポーツ有能感」，「魅
力的なからだ」，「身体的自己価値」が否定的で

あったことから，体重においては「現実と希望のず
れ」の方向性と大きさが身体的自己知覚に関係があ
ると考えられる．しかし，実測値より高いBMIを希
望している対象者ほど「魅力的なからだ」，「身体
的自己価値」が否定的であったことから，BMIにお
いては「現実と希望のずれ」の大きさに関わらず，
ずれの方向性だけが身体的自己知覚と関係があると
考えられる．一方，女性は，実測値より軽い体重を
希望し，そのずれが大きい対象者ほど，「身体的強
さ」が否定的であったことから，体重においては
「現実と希望のずれ」の方向性と大きさが身体的自
己知覚に関係があると考えられる．同様に，実測値
より軽い体重を希望し，その差が大きい対象者ほ
ど，「魅力的なからだ」，「身体的強さ」が否定的
であったことから，BMIにおいても「現実と希望の
ずれ」の方向性と大きさが身体的自己知覚に関係が
あると考えられる．つまり，身体的自己知覚と体
型の関係を検討する際に，男性の「現実と希望のず
れ」の大きさや方向性が身体的自己知覚とどのよう
に関係しているかは，体重における「現実と希望の
ずれ」とBMIにおける「現実と希望のずれ」で異な
ることが考えられる．しかし，女性の身体的自己知
覚には「現実と希望のずれ」の大きさと方向性が関
係しており，それは体重における「現実と希望のず
れ」においてもBMIにおける「現実と希望のずれ」
においても変わらないことが考えられる．
　以上のことから，身体的自己知覚と体型の関係に
おいて，身体的自己知覚と関係があるのは，体重や
BMIの実測値や希望値，「現実と希望のずれ」であ
り，その関係性は性別によって異なることが明らか
となった．本研究は体型自体や「現実と希望のず
れ」と身体的自己知覚の関係について検討したた
め，体型認識の歪みと身体的自己知覚の関係は明ら
かにしていない．今後は，身長・体重を含めた体型
認識と身体的自己知覚の関係を明らかにしていく必

10 
 

（表 2）  

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

スポーツ有能感 .046 -.176 .013 -.171 -.028 -.111 -.088 -.013 -.298 .083 -.309 .110

体調管理 -.008 -.026 -.197 -.319 -.236 -.446 -.041 .424 -.159 .055 -.178 -.241

魅力的なからだ -.036 -.195 .097 -.404 .142 -.452 -.130 .024 -.234 -.093 -.194 -.134

身体的強さ -.056 -.085 -.098 -.398 -.081 -.539 * -.124 .125 -.199 .067 -.157 -.006

身体的自己価値 .126 -.073 .062 -.069 -.036 -.053 -.137 -.178 -.374 * -.048 -.370 * .063

実測身長 実測体重 実測BMI

*p<.05

希望身長 希望体重 希望BMI
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（表 3）  

男性 女性 男性 女性 男性 女性

スポーツ有能感 -.123 .231 -.410 * .275 -.327 .233

体調管理 -.029 .365 .017 .450 .065 .418

魅力的なからだ -.080 .285 -.420 * .465 -.391 * .494 *

身体的強さ -.054 .213 -.151 .560 * -.091 .702 **

身体的自己価値 -.247 -.038 -.566 † .059 -.390 * .117

実測身長と希望身長の差 実測体重と希望体重の差 実測BMIと希望BMIの差

*p<.05，**p<.01，†p<.001  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2　身体的自己知覚と体型の関係

表3　身体的自己知覚と「実測値と希望値の差」の関係
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要がある．

5 .  まとめ
　本研究では，自尊感情と身長・体重を含めた体型
認識の関係を検討する前段階の調査として，身体的
自己知覚と体型自体の関係を明らかにすることを目
的とした．男性においては，実際の体型は身体的自
己知覚に影響していないことが示されたが，女性に
おいては，実測BMIと「身体的強さ」に中程度の負

の相関関係が示された．また，身体的自己知覚と体
型の関係において，身体的自己知覚と関係があるの
は，体重やBMIの実測値や希望値，「現実と希望の
ずれ」であり，その関係性は性別によって異なるこ
とが明らかとなった．本研究では体型認識の歪みと
身体的自己知覚の関係は明らかにしていないため，
今後は，身長・体重を含めた体型認識と身体的自己
知覚の関係を明らかにしていく必要がある．


